
　現在、中町にある『情熱御前崎
居酒屋ありがとう』など飲食店を
３店舗経営している岸和田光弘さ
ん。「２月下旬から売り上げが落ち
始め、３・４月は激減しました。客
足は良くても５～６割しか戻らな
いと予想しています」と語る。「こ
んな状況で私のような飲食店経営
者が地域にできることはなんだろ
う」と考え続けた結果、５月中旬か
ら下旬まで市役所前で弁当を販売
する「御前崎波乗り青空食堂」を発
案するに至った。岸和田さんの呼
び掛けに市内７店舗が賛同 。「新

型コロナウイルスで打撃を受けて
いる飲食店同士で結束し、今後も
協力し合える関係を築きたかっ
た」とも話す。
　これから第２波、第３波の到来
が予想されている。岸和田さんは

「減ってしまった客足を元に戻す
のは大変なこと。全国のお店が模
索していると思います。それでも
私たちがやるべきことは変わりま
せん。それは『市民の皆さんが笑
顔になってもらうには何をしたら
良いか』を考えて行動することだ
と思います」と前を見据えている。

売り上げ激減の裏で
御前崎波乗り青空食堂を発案
岸和田 光弘

　休校中に生徒への『学習支援』が
必要と考えた浜岡中学校は、すぐ
に長谷川校長が音頭を取り、技術
科の酒井教諭が中心となって自宅
でもスマートフォンなどの電子機
器とインターネット環境があれば
いつでも授業を受けることができ
る「オンライン授業」を開始した。
酒井教諭は「苦労したのは授業作
りですね。しかし、教科の枠を越
えて動画作りに励んだり、専門的
な知識が豊富なベテランと電子機
器の扱いに長けた若手が互いに得
意なことを教え合ったりする中で

コミュニケーションも生まれまし
た。教職員にはユニークな人が多
いため、この職業に就いて良かっ
たと改めて実感しました」と話し
た。長谷川校長は「今回、この『オ
ンライン授業』を取り入れたこと
で、生徒への学習支援の幅は広
がったと思います。でもやっぱり、
生徒が目の前にいて活きるのが
我々教員です。新型コロナウイル
スが、生徒が登校することの喜び
や人の温かみ、教員という職業の
魅力を再認識させてくれました」
と前向きに捉えた

自宅待機の生徒に向け
オンライン授業を展開
長谷川 延明 校長
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非日常を日常に
アイデアで現状を打破

　　ずっと制限を強いられているような中で、
どうしたら笑顔で暮らせるようになるのか－。
４組の話から新しい生活のヒントを模索する。

酒井 陽介 教諭　

▲�同校は８月６日㈭までの間、子どもを心配
する保護者のために、ホームページで休校
明けの生徒の様子を動画配信している。
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